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左手の物語
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現在,筆者は,適所介護:2事業所,単独型訪問看護

ステーション: 1事業所を有限会社の形態で運営して

います.デイサービスや訪問リハで日々をともに笑い

ながら楽しく過ごすひとときは,何にも代えがたい大

切な時間です.

今回紹介するのは,週1回の訪問リハと週1回のデ

イサービスを利用されている70代男性の｢左手の物

語｣です.元漁師で2年前に脳卒中で四肢麻痔になら

れ.現在要介護5. ADL全介臥　気管切開,胃ろう造

諺,奥様と娘さんの献身的な介護のもと在宅生活をさ

れています.

左上肢のみ.わずかに随意性が保たれ,意思表示は.

険の開閉,左手でのジェスチャーと音字でされていま

す.訪問リハ時,天気の良いときは,電動車いすを左

手で操作され,自宅周囲をOTの見守りで散歩されて

います.

ある日の夕方　ご主人がしきりに左手を動かして奥

様と娘さんに何か伝えていたそうです.二人は,どう

も何かを飲みたいことまではわかったそうです.しか

し,飲みたいものが何かわからないので,ベッドを起

こして字を書いてもらったそうです.運動失調もある

ので一生懸命書くのですが,よくわからなかったそう

です.かろうじて"サ"という文字が判別でき,それ

からが奥様と娘さんの連想ゲームでした.そして,ひ

らめいたのが｢酒｣だったそうです.娘さんが｢酒?｣

と聞くと.お父さんは大喜びしたそうです.

病前は.決してお酒が強いわけではなく,ビール

350mg缶を家族3人で分けて飲むくらいだったそう

です.まさか, ｢お酒｣が飲みたいとは･--,それもど

うも飲みたいのは日本酒.奥様も娘さんも驚いたそう
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デイサービスでの苦学場面

です.

でもご主人は,娘さんが大急ぎで近く･^)空室=--_で

買ってきたワンカップ大関を楽飲みで一口二二女王そ

てもらい,顔を真っ赤にしながらもご満髭J=T一二J=そう

です.今は,ワンカップ大関が晩酌の定番f=Lそ)で丁_

主治医も気分転換になるからいいよ.と楽東.1乾きを

認めてくれました.

現在,県内のOT養成校の2年生が評価実害で　隻

デイセンターに来ています.筆者の訪問-● ･二軍Ji

L,今回紹介したご利用者様の左上肢のGl!二　三二iゝL

電動車いすの操作Br-stage, DTR.病的=A長芋　一

連の評価をしてもらいました.一連の評店請年号書尋

することも大切ですが,何より筆者が実習室.こき_て

ほしかったのは,その方のお酒を飲みたい京子享l-_こ

｢左手｣が織りなす生きることの｢物語｣です

私たちOTは,手が織りなす作業を通して.至書蚤

利用者様一人ひとりの｢物語｣に深く関わ-Jて･一三こ

とを,この方からあらためて教えられまLf=.
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